「もめごとの解決と国民の司法参加・ルールづくり」に関する教材
第１　単元設定の趣旨
　１　新学習指導要領と国民の司法参加
小学校新学習指導要領は，社会科第６学年の内容の取扱い(2)イにおいて，「国会と内閣と裁判所の三権相互の関連，国民の司法参加」について扱うようにすることとしている。
裁判員制度の施行により，小学校の児童が大人になったときには，司法に主体的に参加するこ
とが求められることになるから，小学校教育において，児童たちの司法に関する関心を高めつつ，司法への参加意欲を根付かせていくことが重要である。
他方，実社会で生きる力を重視するという観点からは，普段の生活の中で事実を適正に認定し，
紛争を適切に解決するためのものの考え方を身に付けるとともに，自分たちの身の回りの問題を実際に解決する活動を行うことが重要になる。
本教材は，小学校第６学年という子どもの発達段階を踏まえ，児童が，できるだけ身近な事例
をもとに，事実認定を経験し，紛争の解決の在り方について議論をすることを通じて，司法に関心を持ち，国民の司法参加の意義について考えることができるように工夫されている。
　２　教科等を横断した取組
児童に司法制度に対する関心を持たせるだけでなく，「国民の司法参加」の意義を児童なりに
実感として理解させるためには，学校生活で起こりうる紛争とその解決に役割演技と議論の題材を求め，それとの対比において司法参加の意義を考えることが有効であると考えられる。また，身近な紛争事例の解決の在り方について学習した後に，学級において実際に直面している問題を発見・確認し，その問題についてルールづくりを実践してみることで，紛争解決過程において発見された問題が立法活動につながり得るという三権相互の関係における司法制度の意義についての理解が深まるとともに，ルールは自分たちの生活を向上させる機能を持つ身近なものであることについての理解が深まることが期待される。
そこで，本教材では，小学校第６学年を念頭に置いて，教科等を横断した単元を設定し，学校
生活における身近な紛争に関する事実認定と解決に向けた活動を総合的な学習の時間（内容の取扱い(2)　他者と協同して問題を解決しようとする学習活動）又は特別活動「学級活動」（共通事項(1)ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決）で，司法の基本的な仕組みと学校生活との対比を踏まえた国民の司法参加の意義を社会科で，これらを通じて得られた知識や考え方を実生活に生かし，ルールづくりを行う活動を特別活動「学級活動」（共通事項(1)ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決）で取り扱うこととしている。
第２　単元
１　単元名
もめごとの解決と国民の司法参加・ルールづくり
２　単元の目標
①　司法制度に対する関心を高め，国民の司法参加の意義を児童なりに実感として理解する。
②　学校生活における身近なもめごとの事例を通じて，事実を正確に把握して評価し，また，
その事実に基づいて自分の考えを適切に表現する。
③　みんなの利益にかかわる問題を解決するために，みんなで積極的に考え，解決方法を見
つけ出すことの意義を理解する。
④　身の回りの問題をルールをつくって解決することを通じて，社会生活におけるルールの意
義について考えさせる。
３　単元の新学習指導要領上の位置付け
・社会科第６学年　内容の(2)の取扱い　「国民の司法参加」
・総合的な学習の時間　内容の取扱い(2)　「他者と協同して問題を解決しようとする学習活動」
・特別活動「学級活動」の内容の共通事項　大項目「(1)　学級や学校の生活づくり」中項目「ア
　学級や学校における生活上の諸問題の解決」　
４　単元の指導計画 （５時間）
　本単元では，以下のとおり，合計５時間・３部構成で指導を行うこととしている。
第１次  裁判所のはたらきと裁判にかかわる人々(社会科）　１時間
　　　　・裁判所の仕組み・はたらきと裁判にかかわる人々の役割（第１時）
第２次  「みんなの利益にかかわるもめごとの解決(総合的な学習又は特別活動の時間・社会科）　３時間
     　 ・掃除の時間に起こったもめごと(事例の確認，総合的な学習の時間又は特別活動）（第２時）
      　・もめごとについての判定　（事実の認定，総合的な学習又は特別活動）（第３時）
  　　　・みんなの利益にかかわるもめごとの解決(紛争の解決と国民の司法参加，社会科）（第４時）
第３次　学級のルールづくり(特別活動）　１時間
　　　　・掃除その他の生活上の諸問題に関するルールづくり（第５時）
　第１時は，司法制度をより具体的にイメージできるよう，裁判にかかわる人々と法曹三者のバッジを紹介しながら，裁判所の仕組みとはたらきについて学習するものである。第４時における学習をより効果的なものとするため，第１時で裁判に関する基本的な知識を学んでおくことが有効であるが，学校の実態に合わせて，第１時を変更し，憲法に関する学習の際に，簡単に裁判の仕組みを解説しておくことも考えられる。
　第２時は，学校生活における身近な紛争の事例（掃除活動をさぼったかどうかについてのもめごと）について，役割演技を行い，事例の確認と紛争についての第一印象をまとめておくという学習を行うものである。
　第３時は，グループごとに，司会役，「さぼったと言える」と主張する役，「さぼったとは言えない」と主張する役に分かれて議論し，理由を示して事実認定を行うものである。
　第４時は，前時までの学習内容を踏まえ，事実を認定する際に必要な態度について確認するとともに，みんなの利益にかかわるもめごとをみんなで考えて解決することの意義について考えさせた上で，第２次の活動と裁判員制度との類似点について考えさせ，国民の司法参加の意義を理解させようとするものである。
　第５時は，前時までの学習内容を踏まえ，自分たちの身の回りで生じている問題を，ルールをつくって解決する活動を行うとともに，ルールが自分たちの生活を向上させる機能を持つ身近なものであることを実感させようとするものである。便宜上，前時までの学習と連続する学習として，クラスのボールの使い方についてのルールづくりを取り上げているが，学校・学級の実態に応じて，題材・実施時期を変更することを当然に予定している。
